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発表内容 福井県における環境分野の GIS活用事例について発表を行った。 
 福井県ではパソコン通信の頃より地図情報の提供を行っており、情報技

術の進歩に伴い現在では以下の５種類の地図情報システムを運用してい

る。 
• 環境情報データベース(2000年) 
（http://www.erc.pref.fukui.jp/envdb/wtmap/scr/SM.asp）  

• 大気汚染監視テレメータシステム(2000年) 
（http://www.erc.pref.fukui.jp/tm/index.asp）  

• 水質事故対応支援システム(2008年) 
非公開（行政機関専用）  

• 美しい福井の環境（ふくいエコ活動マップ）(2009年) 
（http://www.kankyou-fukui.jp/）  

• 福井県花粉情報(2009年) 
（http://web.erc.pref.fukui.jp/center/kafunsystem/top） 

 上記システムは、大きく分けると 2000 年頃に導入されたものと 2008
年以降に導入されたものに分類される。 
前者はサーバ上に専用のプログラムや地図データが必要になるため、イ

ニシャルコストが高く、プログラムの改良やデータの更新にも費用や手続

きが必要になる。後者は、地図表示に電子国土 API や GoogleMapAPI を
使用しており、比較的安価にシステムを構築でき、地図データ更新の費用

や手続きが不要で、機能追加が比較的容易なことなどを紹介した。 
 


